
CFS支援ネットワーク・青森中央学院大学看護学部 共催

看護の日特別講演
慢性疲労症候群で 50 年床に伏したと言われる近代看護を築いたフローレンス・ナイチンゲール。

彼女の誕生日にちなみ、5月 12 日に世界各地の慢性疲労症候群の患者団体が病気の啓発イベントを行っています。

青森中央学院大学看護学部では、ＣＦＳ（慢性疲労症候群）支援ネットワークと共催で

看護の日（5月 12 日）に慢性疲労症候群に関する特別講演を開催いたします。

火●
日　時

5月12日 14：30~15：40（13：30 開場）

会　場

青森中央学院大学 7号館711講義室

講　演 「慢性疲労症候群の病因・病態と疲労に陥るメカニズム」

厚生労働省CFS(慢性疲労症候群)研究班

代表 倉恒 弘彦 先生

●PROFILE 関西福祉科学大学健康福祉学部 学部長・教授
大阪市立大学医学部客員教授

主催／CFS支援ネットワーク
　　　青森中央学院大学看護学部

［お申込み・お問い合わせ先］
　青森中央学院大学  地域連携課
　〒030-0132　青森市横内字神田12
　TEL : 017-728-0131 　FAX : 017-738-8333

〈 交通案内 〉
■バス
・ＪＲバスで青森駅から「モヤヒルズ」、「青森公立大学」行きに乗車約25分、「青森中央学院
　大学前」下車。
・青森市営バスで青森駅から「モヤヒルズ」、「青森公立大学」、「横内環状～青森駅前」行きに
　乗車約25分、「青森中央学院大学前」下車。
■車／タクシー
・青森駅から約20分、新青森駅から約25分
・青森中央ＩＣから約5分
・青森空港から約15分

●参加
無料

会場案内図（青森中央学院大学）

会場
711講義室

同日開催

慢性疲労症候群（CFS/ME）世界啓発デー Aomori
～ブルーライトアップ＆サムシングブルー～ 5/12 火● ライトアップセレモニー

・時間　18：45～19：15
・会場　アスパム


